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研究組織（令和３年３月末現在。ただし完了した研究課題は完了時現在、補助事業廃止の研究課題は廃止時現在。） 

1 計画研究 
領域代表者 大隅 典子（東北大学・医学系研究科・教授） 
 

研究代表者 大隅 典子（東北大学・医学系研究科・教授） 
研究代表者 冨永 貴志（徳島文理大学・神経科学研究所・教授） 
研究代表者 保前 文高（首都大学東京・人文科学研究科 ・准教授） 
研究代表者 若林 明雄（千葉大学・人文科学研究院 ・教授） 
研究代表者 柴田 智広（九州工業大学・大学院生命体工学研究科・教授） 
研究代表者 郷 康広（自然科学研究機構・生命創成探究センター・特任准教授） 

研究代表者 今吉 格（京都大学・生命科学研究科・特定准教授） 
研究代表者 駒木 文保（東京大学・大学院情報理工学系研究科・教授） 
研究代表者 星野 幹雄（国立精神・神経医療研究センター・神経研究所・病態生化学研究部・部
長） 
研究代表者 中島 欽一（九州大学・医学研究院・教授） 

 
2 総括班 

研究代表者 大隅 典子（東北大学・医学系研究科・教授） 
研究分担者 冨永 貴志（徳島文理大学・神経科学研究所・教授） 
研究分担者 保前 文高（首都大学東京・人文科学研究科 ・准教授） 
研究分担者 若林 明雄（千葉大学・人文科学研究院 ・教授） 

研究分担者 柴田 智広（九州工業大学・大学院生命体工学研究科・教授） 
研究分担者 郷 康広（自然科学研究機構・生命創成探究センター・特任准教授） 
研究分担者 今吉 格（京都大学・生命科学研究科・特定准教授） 
研究分担者 駒木 文保（東京大学・大学院情報理工学系研究科・教授） 
研究分担者 星野 幹雄（国立精神・神経医療研究センター・神経研究所・病態生化学研究部・部
長） 

研究分担者 中島 欽一（九州大学・医学研究院・教授） 
 
3 国際活動支援班 

研究代表者 大隅 典子（東北大学・医学系研究科・教授） 
研究分担者 冨永 貴志（徳島文理大学・神経科学研究所・教授） 

研究分担者 保前 文高（首都大学東京・人文科学研究科 ・准教授） 
研究分担者 若林 明雄（千葉大学・人文科学研究院 ・教授） 
研究分担者 柴田 智広（九州工業大学・大学院生命体工学研究科・教授） 

研究分担者 郷 康広（自然科学研究機構・生命創成探究センター・特任准教授） 
研究分担者 今吉 格（京都大学・生命科学研究科・特定准教授） 
研究分担者 駒木 文保（東京大学・大学院情報理工学系研究科・教授） 

研究分担者 星野 幹雄（国立精神・神経医療研究センター・神経研究所・病態生化学研究部・部
長） 
研究分担者 中島 欽一（九州大学・医学研究院・教授） 
 
4 公募研究 
研究代表者 鈴木 真介（東北大学・学際科学フロンティア研究所・助教） 

研究代表者 河田 雅圭（東北大学大学院・生命科学研究科・教授） 

研究代表者 鈴木 匡子（東北大学大学院・医学系研究科・教授） 
研究代表者 豊田 峻輔（大阪大学大学院・医学系研究科附属ツインリサーチセンター・ 
招聘研究員） 
研究代表者 月浦 崇（京都大学大学院・人間 環境学研究科・教授） 
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研究代表者 平松 千尋（九州大学大学院・芸術工学研究院・助教） 
研究代表者 地村 弘二（慶應義塾大学・理工学部生命情報学科・准教授） 
研究代表者 檀 一平太（中央大学・理工学部・教授） 
研究代表者 和田 真（国立障害者リハビリテーションセンター研究所・脳機能系障害研究
部・室長） 

研究代表者 城所 博之（名古屋大学医学部附属病院・助教） 
研究代表者 熊谷 晋一郎（東京大学先端科学技術研究センター・准教授） 
研究代表者 城田 松之（東北大学大学院医学系研究科創生応用医学研究センター新医学領域
創生分野・講師） 
研究代表者 高岸 治人（玉川大学脳科学研究所・准教授） 
研究代表者 中澤 敬信（東京農業大学生命科学部バイオサイエンス学科科・教授）   

 
研究代表者 村山 美穂（京都大学野生動物研究センター ・教授） 
研究代表者 和多 和宏（北海道大学大学院理学研究院生物科学部門・准教授） 
研究代表者 山元 大輔（情報通信研究機構未来 ICT研究所・上席研究員） 
研究代表者 金子 涼輔（大阪大学大学院生命機能研究科・准教授） 
研究代表者 岡田 泰和（首都大学東京・理学部・准教授） 

研究代表者 杉山 清佳（新潟大学大学院・医歯学総合研究科・准教授） 

研究代表者 西住 裕文（福井大学・医学部・准教授） 

研究代表者 上田(石原) 奈津実（名古屋大学大学院・理学研究科・講師） 
研究代表者 西山 正章（金沢大学・医薬保健研究域医学系組織細胞学・教授） 
研究代表者 井口 善生（福島県立医科大学・生体機能研究部門・助教） 

研究代表者 岡部 祥太（自治医科大学・医学部・研究員） 
研究代表者 渡部 文子（東京慈恵会医科大学総合医科学研究センター・臨床医学研究所・教
授） 
研究代表者 喜田 聡（東京農業大学・生命科学部・教授） 
研究代表者 福島 穂高（東京農業大学・生命科学部・助教） 
研究代表者 恒岡 洋右（東邦大学・医学部・講師） 

研究代表者 酒井 大輔（同志社大学大学院・脳科学研究科・助教） 
研究代表者 内田 周作（京都大学大学院医学研究科メディカルイノベーションセンター・特
定准教授） 

研究代表者 大川 宜昭（獨協医科大学 先端医科学統合研究施設 先端医科学研究センター 記
憶・認知研究部門・准教授） 
研究代表者 菅野 康太（鹿児島大学法文学部人文学科心理学コース神経科学研究室・准教

授） 

研究代表者 篠原 隆司（京都大学大学院医学研究科遺伝医学講座分子遺伝学分野・教授） 
研究代表者 征矢 晋吾（筑波大学国際統合睡眠医科学研究機構・助教） 
研究代表者 野元 謙作（獨協医科大学 生理学教室・学内講師） 

研究代表者 則武 厚（自然科学研究機構 生理学研究所システム脳科学研究領域認知行動発達

機構研究部門・助教） 
研究代表者 松本 有樹修（九州大学生体防御医学研究所分子医科学分野・准教授） 
研究代表者 横井 佐織（北海道大学大学院薬学研究院・助教） 
研究代表者 王 丹（京都大学物質ー細胞システム拠点・拠点特定准教授） 
研究代表者 佐々木 拓哉（東京大学大学院・薬学系研究科・特任准教授） 
研究代表者 坂本 雅行（東京大学大学院・医学系研究科・助教） 

研究代表者 片平 健太郎（名古屋大学大学院・情報学研究科・准教授） 

研究代表者 後藤 明弘（京都大学大学院・医学研究科・特定助教） 
研究代表者 岩本 和也（熊本大学大学院・生命科学研究部・教授） 
研究代表者 小林 克典（日本医科大学大学院・医学研究科・  准教授） 
研究代表者 井上 由紀子（国立精神 神経医療研究センター・神経研究所・研究員） 
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研究代表者 安部 健太郎（東北大学大学院生命科学研究科・教授） 
研究代表者 勢力 薫（大阪大学大学院薬学研究科神経薬理学分野・招へい教員） 
研究代表者 川鍋 一晃（国際電気通信基礎技術研究所・研究室長） 
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研究領域全体に係る事項 

5 交付決定額 

年度 合計 直接経費 間接経費 

平成 28年度 296,660,000円 228,200,000円 68,460,000円 

平成 29年度 300,560,000円 231,200,000円 69,360,000円 

平成 30年度 300,560,000円 231,200,000円 69,360,000円 

令和元年度 300,560,000円 231,200,000円 69,360,000円 

令和 2年度 300,560,000円 231,200,000円 69,360,000円 

合計 1,498,900,000円 1,153,000,000円 345,900,000円 
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6 研究領域の目的及び概要 

研究領域全体を通じ、本研究領域の研究目的及び全体構想について、応募時の領域計画書を基に、具体的かつ簡潔

に２頁以内で記述すること。なお、記述に当たっては、どのような点が「革新的・創造的な学術研究の発展が期待される研

究領域」であるか、研究の学術的背景や領域設定期間終了後に期待される成果等を明確にすること。 

 

人間の「個性」は、身長、体重、髪の毛や目の色

のような身体的なものだけではなく、認知的能力や

パーソナリティなど、脳神経系の機能に大きく関係

する。心理学では、こうした認知的能力やパーソナ

リティの個人差について、知覚現象などに代表され

るヒトとしての心的機能の共通性と合わせて、個別

性（｢個性｣）を法則的に理解することを試みてきた。

しかし、ヒトの心的（認知的）機能の共通性につい

ては、関連する神経科学的研究との連携によってか

なりのことが解明されてきたにもかかわらず、心的

機能の個人差、すなわち｢個性｣の問題については現

象の記述的説明レベルにとどまっており、その神経生物学的基盤については未だ十分には明らかにされ

てこなかった。近年の主に動物を対象にした進化心理学的アプローチによる「個体差」の研究では、行動

面の「個性」は単にランダムなばらつきではなく、環境への適応の一つとして機能していることが示唆さ

れている。したがって、人間の｢個性｣も単なる「個人差」ではなく、進化の過程で形成された形質の表れ

と考えることにより、何らかの法則性がその背後に存在することが想定できる。一方で、規則性に基づい

た多様性は、個人ごとに育まれて、多岐にわたる発達の道筋を生みだすと考えられる。いわゆる「定型発

達」と「非定型発達」は、このような道筋の幅のなかで捉え直すことが重要であり、乳幼児期から青年期

に発達した個性は、種に普遍的な特徴とともに次世代へ継承される部分があると予想した。 

心と行動についての学問である心理学と並行して、脳科学・神経科学は独自の発展を遂げ、ミクロレベ

ルでは神経活動の電気的側面と化学的側面の理解が進み、マクロレベルでは人間の脳構築や脳活動を非

侵襲的に画像として捉える技術も開発された。分子生物学が導入されることにより、脳構築や神経回路

形成の遺伝的プログラムが明らかにされ、「光遺伝学」と呼ばれる最新技術により、特定の波長の光で人

工的に神経活動を制御することも可能となった。他方、ヒト遺伝学の膨大な量の知見は、自閉スペクトラ

ム症などの神経発達障害の遺伝的側面を浮き彫りにしつつある。脳神経系の機能や構築の理解は、人工

知能やロボット作製にも活かされており、ブレインマシンインターフェースなどのような画期的な応用

にも繋がっている。しかし、人間に、そして動物にもみられる｢個性｣（個体差）の問題については、脳･

神経学的アプローチによっても未だ十分には検討されてこなかった。 

 一方、近年の情報科学分野の進展は、ハードウエアの革新と相まって著しく、いわゆる「ビッグデータ」

の時代を迎えている。例えば、「個性」の源となる細胞の時空間的な遺伝子発現・エピゲノム変動（細胞

の個性）情報を内包するゲノム配列情報とその解析に必要なストレージ量は、ヒト一人分で約１テラバ

イトと見積もられ、登録されている情報量は、すでに約 2.5 ペタバイトに達する。また、ヒト一人分の

脳画像のデータ量は約 10 ギガバイトになる。このような大量のデータをどのように扱うかが大きな問題

となっている。大量の実験データはクラウド上やデータベース上に蓄えられてシェアできるようになり、

他の研究者がメタ解析を行うことも可能にした。そこで、これらの遺伝子情報、脳の形態的情報に、それ

に対応する表現型形質である認知･行動的情報を加えることで、ヒトの普遍性と固有性を、他の動物との

共通性と差異を含めて、多面階層的に多様な領域から検討することが可能になると考えられた。 

 以上のような背景に基づき、本研究領域では、人文社会学分野・生物学分野・理工学分野における多様

な専門性を有する研究者が密に連携することにより、「個性」を客観的・科学的に理解することを目指し

た。まず、A01 項目として胎児から成人までのヒトを対象とし、行動、認知、性格等における個性の発

現について、主にその脳内基盤を明らかにすることに取り組んだ。一方、A02 項目では、遺伝的背景が

ヒトよりも均一である齧歯類等の実験動物を用い、生殖細胞形成や発生・発達過程にゲノム編集や母体
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への薬物暴露等、種々の介入を行うことによって生じるゆらぎが個体へ与える影響として、多様性の増

大もしくは減少などの表現型に着目することにより、「個性」創発のメカニズムの理解に迫ろうとした。

A01 項目および A02 項目の推進にあたって A03項目を立て、種々の解析システム・解析装置の開発や

技術提供、数理モデル構築を行った。その結果、『外界に対する独立性を保ちつつ、外界と相互作用しな

がら適応を示す、連続的で一貫した自律性のあらわれが「個性」である』との作業仮説に基づいて「個性」

を創発する脳内メカニズムの解明を進めることが可能であるとの結論に至った。 

 以上のような「個性」の統合的理解の推進にあたっては、神経倫理・生命倫理的な諸問題が派生して社

会に大きな影響を与えうるため、領域代表者の大隅の分担研究者として原が参画し、計３回行った市民

公開講演会を企画・運営し、さらに、この講演会をもとにした書籍の出版に関わった（後述『壊れた脳と

生きる: 高次機能障害「名もなき苦しみ」の理解と支援』という「ちくまプリマー新書」）。 

 神経発生や神経新生、乳児の発達脳科学、ビックデータや数理工学解析等の研究領域は、これまで我が

国が国際的優位性を有していたが、それぞれに「個」への学問的関心を持ちながらも接点が乏しかったた

めに、融合に至らず大きなブレイクスルーを達成できなかった。本提案領域では、既存の分野を融合させ

て新たに「個性創発学」とも呼べる領域を形成するこ

とにより、広く医学、情報学、教育学、人文学等の周

辺学問領域に大きな影響を及ぼす飛躍的な発展が見

込まれると考えた。そこで本研究領域では、国際活動

支援班が中心となり、総括班の中におかれる技術支

援班との連携により、得られたデータを元にした国

際的なデータシェアリングプラットフォームを構築

した。データシェアリングはオープンサイエンスの

基本となるものであり、本新学術領域終了後も何ら

かの形で維持されることにより、より大きなヴァー

チャルな「知の集合体」が構築され、国際的社会に大

きな貢献をもたらすことが期待される。 

本研究において「個性」創発の神経基盤や分子メカニズムを明らかにすることにより、社会において多

様な「個性」の科学的理解を有効に活かすことが可能になる。具体的には、ヒトの遺伝的背景に基づいた

教育・学習・医療・介護・発達支援等のシステムやアプローチの開発に応用されることが期待される。ま

た、脳機能の多様性や個別性を考慮しておくことは、震災などの緊急時に脆弱性を示す人々、たとえば、

子どもや高齢者の人々などを多様な仕方で支えるための対策作りに役立つ。実際に本領域 A01 項目公募

研究代表者の熊谷の活動により、当事者研究の講習プログラムの実践マニュアルの刊行、当事者研究の

導入効果を検証する臨床研究のプロトコール開発、COVID-19 に対応するオンラインプログラム開発な

どが行われ、社会実装に繋がった。また、熊谷を代表として日本工学アカデミーのプロジェクト「インク

ルーシブな STEM 研究環境の構築」が開始され、A03 項目の柴田も参画し、政策提言やガイドライン作

りに貢献することとなった。まさに、複合系の本新学術領域の融合的活動の結実といえる。 

 生物学的見地からは、非ヒト動物をモデルとして「個性」を評価することが可能になれば、個々に異な

るゲノム情報の多様性から生物の多様性、特に環境への行動応答の多様性への影響が予測可能となり、

動物の進化に関する知見を得ることも可能となる。さらに、特定の薬物の摂取や遺伝的背景が生育環境

を通してヒトの「個性」へ与える影響を予測できるようになる。本領域の研究成果として、マウスをモデ

ルとして、抗てんかん薬であるバルプロ酸等の神経発生・神経新生に影響を与え得る薬物の子宮内暴露

や、父加齢等の条件が、子の情動応答、社会性発達などに与える影響を明らかにすることができた。 

 また、工学的には「個性」に対応したユーザフレンドリーな機器の開発が可能になるとともに、ブレイ

ンマシンインターフェースやロボット開発などの分野においても、多様な「個性」で構成される社会によ

り適用しやすい技術の開発につながるとともに、我が国で不足している数理工学者やビッグデータに基

づく数量的な思考による課題解決の能力を有する人材の養成に貢献した。 

このような意図で活動してきた本新学術領域では、後述するように、次世代の融合研究を担う若手研

究者のネットワークを構築することも成功し、領域として十分な成果を挙げることができた。  
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7 審査結果の所見及び中間評価結果の所見で指摘を受けた事項への対応状況 

研究領域全体を通じ、審査結果の所見及び中間評価結果の所見において指摘を受けた事項があった場合には、当該

指摘及びその対応状況等について、具体的かつ簡潔に２頁以内で記述すること。 

（審査結果の所見において指摘を受けた事項への対応状況） 

採択時に頂いたご指摘への中間評価時点における対応について以下、項目ごとに記載する。 

・「個性」の定義を明確にするため、「個性」と「個人差・個体差」の違いを明らかにする必要がある。 

 領域では「個性」をどのように理解し研究対象とするのかに関しての共通認識を得るために、第１回（平成

28 年 12 月）、第２回（平成 29 年 7 月）の領域会議の中で、参画する研究者の間で議論を深めてきた。（注：

その後も議論は継続） 

 「個性」を定義するためには、そのもととなる「生物学的な個」（個人と個体を含む）をどのように捉える

かを明確にする必要がある。生物学的な「個」を巡る議論は、生物学、哲学、歴史学等の分野を横断して近年

特に盛んになされているが、「個」の定義が研究の射程に依存するため、見解が一致するような単一の定義は

なされていないのが現状である。当領域では、細胞レベル、細胞の集団としての個人・個体レベル、個人・個

体の集団としての群れのレベルの少なくとも 3 段階のレベルを設定して、「個」を捉えることとした。それぞ

れの「個」には、外界から物質や情報を取り入れても、自己の独立性は失わない特徴がある。このように「個」

を階層性があるものとして扱うことで「個」の性質である「個性」を一般化した形で捉えることが可能になる。 

 本領域としては、上記のように「個」を見なした上で、現時点では、「外界に対する独立性を保ちつつ、外

界と相互作用しながら適応を示す連続的で一貫した自律性のあらわれが＜個性＞である」との作業仮説に則

り、「個性」を創発する脳内メカニズムを明らかにする研究を進めている。 

 外界への適応には、遺伝的要因と非遺伝的要因の両方が関わるため、「個」によって「個性」には違いが生

じる。観測者が特定の指標によって複数の「個」を測った場合に、その指標の上で現れる違いが「個人差・個

体差」であり、「個性」の一部を相対的に量化したものと見なすことができる。したがって、多数の指標につ

いて「個人差・個体差」を積み上げることによって「個性」を明らかにするのはボトムアップ的な研究方略の

1 つであり、5 年間の前半にあたる平成 30 年度までの研究の多くは、このアプローチをとっている。 

 一方で、「個人」の英語にあたる individual の語源が、「それ以上 divide できない」ということであるよ

うに、「個」を複数の指標によって分割して検討するのではなく、総体として捉える研究方略を立てることも

重要である。 

 内から現れる自己組織的な特徴は、発生・発達、さらには種としての進化を特定の方向に促進（もしくは、

抑制）することになるため、発生・発達・進化の方向付けをする性質を捉えることが、まさに「個性」の源を

探る研究になると考える。この点において、当領域は最適な研究態勢をとっており、計画研究を中心に、多様

な公募研究とともに研究を加速させつつある。また、代謝、免疫、共生、老化等が「個性」にどのような影響

を与えうるか、さらには突出した特徴を持つ個人・個体の研究も「個」を分割せずに見るための手がかりにな

ると考えられるため、研究期間の後半で採択する公募班の研究によって新たな視点を加えたい。「個性」には、

物質・構造的な側面と機能的な側面があるため、この両者を意識的に扱うことも今後取り組む課題である。 

（注：最終的には後述のように『個性学入門―個性創発の科学』という書籍として発出） 

 

・5 年間の研究期間における最終的な成果についての具体的な目標、及び得られた成果をどのように生かし応用展

開していくのかについて明確化していく必要がある。 

 本領域の研究を推進することにより得られる「個性」についての科学的な理解について、学術領域内外に広

く発信する。領域に所属する研究者が参画する学会等において、領域が主催するシンポジウム等を開催するこ

とにより、学術コミュニティーにおける「個性」の科学的理解や、その先駆的な研究方法等を周知するととも

に、参画するそれぞれの研究者による学術論文発表を推進する。また、市民公開講演会等の開催や、一般市民

が読みやすい書籍の発行を予定している（刊行済み）。現在、第１回市民公開講演会「科学者として／当事者

として研究すること」（平成 30 年 3 月 25 日、於東大情報学環・福武ホール）における講演および対談にも

とづき、岩波書店編集者と書籍化の作業を進めている（注：『当事者研究 等身大の〈わたし〉の発見と回復』

として刊行）。 

 また、国際連携支援でもあるデータシェアリングについて、本領域で得られるビッグデータや、そのために

開発する行動計測装置、またデータを解析するためのアルゴリズムについて、本領域で開発するデータシェア

リングプラットフォーム上で世界の研究者に公開することを予定している（注：中間評価時点においてすでに

構築済 https://data-share.koseisouhatsu.jp/）。このような国際連携活動については随時、領域 HP

（ http://www.koseisouhatsu.jp/ ） や ニ ュ ー ス レ タ ー で も 紹 介 し 、 英 語 版 HP

（http://www.koseisouhatsu.jp/en/index.html）においても積極的に発信してきた。 

https://data-share.koseisouhatsu.jp/
http://www.koseisouhatsu.jp/
http://www.koseisouhatsu.jp/en/index.html
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（参考意見） 

・対象とする領域が広いためターゲットを絞った方が良いのではないかとの意見や、数理モデル化・ビッグデータ

の解析についてはより具体的な内容を明示する必要があるとの意見もあった。 

 「参考意見」に対しては、必ずしも対応を求められている訳ではないが、本事項に関わることとして、平成

28 年度公募課題選定にあたっては、本領域内連携を推進しうる課題を中心に採択し、以下の「6. 研究組織（公

募研究を含む）と各研究項目の連携状況」に示すように、共同研究を進めている。また、「個性」や脳科学の

関連分野のビッグデータ解析においては、説明変数の候補となる量がデータの量に比べて多いことが普通で

ある。このようなデータの解析では、ディープラーニング等の単純な適用では良い結果を得ることが難しいこ

とが指摘されている。本領域では、A03 項目の駒木を中心として、ベイズモデルなどの数理モデルを用いる

ことによりビッグデータ解析に取り組んでいる。具体的には、ベイズ時系列モデルを用いた脳波データやNIRS

データからの振動成分の自動検出手法の開発とデータ解析の共同研究、点過程モデルとノンパラメトリック

法に基づくスパイクソーティングを用いない神経スパイク列解析やカルシウムイメージング解析手法の開発

とデータ解析の共同研究、非線形多変量解析を用いた個性の基本次元抽出などの共同研究を進めている。（注：

「８ 研究組織の連携体制」の項参照） 

 

（中間評価結果の所見において指摘を受けた事項への対応状況） 

本領域は 2018年に中間評価を受け、「A」評価を得た。所見を以下に記す。 

本研究領域は、認知能力やパーソナリティの「個性」が生まれる仕組みを明らかにしようとする挑戦的な研究で

あり、その大きな目標に向かって、意欲的な研究が順調に展開されている。個性について、多様な観点から研究を

進めており、脳機能に対する genetic、epigenetic な影響や個性の研究が行われ、脳の個性がどのように形成される

のかという大きな疑問に対して、多くの意義ある優れた研究成果が得られている。領域代表者を中心に、第一線で

活躍する計画研究に加えて、挑戦的な公募研究からなる研究領域を形成し、現時点では個別的ではあるが、活気あ

る研究が行われている。その中で、若手研究者育成・アウトリーチ活動も活発に行われていることも評価できる。 

一方、脳システム全体、個人の存在全体における個人差、個性をどの様なものと捉えるのか、その概念的枠組み

を更に明確にする必要がある。また、研究内容の社会的側面を考えると、研究成果の社会的還元をより一層意識し

て研究を進めることも期待される。 

今後、より明確な目標と研究計画の設定、研究領域全体の有機的・協同的な研究の推進によって、更なる発展と

独創的な研究成果が生み出されることが期待される。 

上記の所見のうち、「脳システム全体、個人の存在全体における個人差、個性をどの様なものと捉えるのか」

という点については、領域に参画する研究者それぞれの研究の中での追求だけでなく、領域会議等の折のディ

スカッションでも毎回、取り上げてきた。これらの議論も踏まえ、保前および大隅が編者となり、計画研究代

表者ならびに一部の公募研究代表者の執筆により、『個性学入門 ―個性創発の科学―』という書籍を 2021

年８月に刊行予定である（10 当該学問分野及び関連学問分野への貢献の状況参照）。 

「研究成果の社会的還元をより一層意識して研究を進める」ことについては、領域ウェブサイトにおける発

信を頻度高く行うとともに（2021 年 6 月 22 日時点で累計 140,401 PV）、一般市民も対象とするニュース

レターを年２回、計９号発行し、研究者や市民に配布してきた。さらに、第１〜３回の市民公開講演会を開催

し、第１回の内容を基盤とした書籍は、第２期公募研究代表者熊谷の著書『当事者研究――等身大の〈わたし〉

の発見と回復』としてすでに 2020 年 7 月に岩波書店より刊行された。また、第２回市民公開講演会の内容を

もとに、外部講演者ならびに公募研究代表者の鈴木（匡）の共著により、『壊れた脳と生きる: 高次機能障害

「名もなき苦しみ」の理解と支援』という「ちくまプリマー新書」が 2021 年 6 月に刊行された。幸い、終了

領域課題としての採択を受けたので、ニュースレターの内容を中心に、これまでの成

果をまとめた冊子を発行予定としている。さらに、A01 項目の熊谷および A03 項目

の柴田らは、日本工学アカデミーのプロジェクト「インクルーシブな STEM 研究環

境の構築」に参画し、政策提言やガイドライン作りに貢献することとなった。この点

において、複合系の本新学術領域の研究成果は社会実装にも繋がったと言える。 

さらに、国際シンポジウムにおいて基調講演を頂いたパスツール研究所/CNRS 教授

の Thomas Beurgeron 博士からは、「個性」を科学するという本領域の取り組みが

きわめて先駆的でユニークであり、欧州でも同様な枠組みが作れないか検討中であ

るとお知らせ頂いた（大隅私信）。また、本領域 A01 項目研究分担者の瀧が行って

いる小児の脳イメージングに関しての共同研究についての提案も頂いた。このこと

は、本領域が国際連携の面でも多いに貢献したことの証左といえる。 
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8 研究目的の達成度及び主な成果 

（１）領域設定期間内に何をどこまで明らかにしようとし、どの程度達成できたか、（２）本研究領域により得られた成果に

ついて、具体的かつ簡潔に５頁以内で記述すること。（１）は研究項目ごと、（２）は研究項目ごとに計画研究・公募研究の

順で記載すること。なお、本研究領域内の共同研究等による成果の場合はその旨を明確にすること。 

（１）領域設定期間内に何をどこまで明らかにしようとし、どの程度達成できたか 

本新学術領域「多様な〈個性〉を創発する脳システムの統合的理解」では、人間の「個性」がどのよう

に創発するのかについて科学的な学術分野を切り拓くことを目指し、人文社会系の A01 項目、生物系の 

A02 項目、理工系の A03 項目という 3 つの柱を立て、参画する研究者の有機的な連携により、研究を

推進した。とくに、A03 項目の研究を推進する研究者が「個性」創発研究のための種々の解析システム・

解析装置の開発や技術提供、 数理モデル構築を行い、A01 項目のヒトと A02 項目の動物モデルの橋渡

しの役割を果たし、両者に共通する「個性」創発メカニズムの理解を目的として連携研究を推進した（p.25

に詳述）。領域に参画する研究者の研究成果として、Sci Adv, iScience, Nat Neurosci, Nat Commun, Nat Protocol, 

Cell Rep, EMBO J, EMBO Rep, PNAS, Front Hum Neurosci, Sci Rep 等を含め、888 報の論文発表を行った（2021

年 6 月 22 日時点）。また領域全体をとりまとめた書籍『個性学入門―個性創発の科学』を刊行予定であ

る（後述）。さらに、複合系としての本新学術領域の活動成果として、各種ガイドライン作成等の社会実

装に関しても実現することができた（前述 p.12 参照）。 

 

（２）本研究領域により得られた成果 

本領域では、人間の「個性」がどのように創発するのかについて科学的な学術分野を切り拓くことを

目指し、A01、A02、A03 項目に参画する研究者の有機的な連携により研究を推進した。 

 

A01 項目では、ヒトを対象として、行動、認知、パーソナリティ等における「個性」の発現について、

主にその脳内基盤を明らかにするという観点で研究を展開した。 

<計画研究>： 

保前は、乳児期の自発運動について、個人ごとの特徴を表す指標が抽出可能であることや（理学療法学、

2019）、医療関係者が自発運動の曲率の違いに応じて運動を判定していることを明らかにした（Phys Ther, 

2019）。また、乳幼児の脳梁の形態形成に個の性質として決定される要因があることを示した（投稿中）。

成人が声を発する際に、発話者が認識できる範囲よりも正確に高さや声色を調整していることを示した

（Front Psychol, 2020;投稿中）。公募研究の檀と共同して、思春期初期の第二言語習得において、脳活動に

男女差があることが明らかにした（Front Hum Neurosci, 2018）。若林は、NEO-PI R と EQ/SQ の各次元得

点の個人差と MRI による脳画像データの対応関係について、多変量解析等の手法により分析を行い、

NEO-PI R にもとづく 5 次元の個人差と脳構造には一般化できる明確な対応関係はないものの、EQ/SQ

による認知スタイルとは脳構造に一定の対応関係があるという結果を得た（投稿準備中）。 

<公募研究>： 

城所は、早産出生の小児約 100 例の新生児期、および、6 歳時点の MRI 画

像から脳表解析を行い、発達障害を含めた神経学的予後との関係性を検討し

た。中心溝の形態異常を呈する５症例については、論文として投稿準備中で

ある。熊谷は、当事者研究の講習プログラムの確立について、実践マニュア

ルの刊行、当事者研究の導入効果を検証する臨床研究のプロトコール開発、

COVID-19 に対応するオンラインプログラムを開発し、効果検証を論文に

まとめた（熊谷ほか、2021、印刷中）。当事者研究と学術研究の共同につ

いては、当事者研究の全体像と、研究を例にとった学術研究との共同を紹介

する書籍を出版し（熊谷、2020）、当事者研究者へのアンケートやインタ

ビューを通じて、アカデミアがインクルーシブになるための具体的提言をま

とめている。日英文化間比較 ASD 研究のスタートアップについては、2019

年 5 月に英国と日本の ASD 研究者を招き 3 日間にわたる会議を開催し、現

在、国際共同研究に向けて申請書を作成中である。和田は、ASD の身体知

覚の「個性」について、皮膚兎錯覚課題を用いることで、ASD の一部では、

定型発達者とは異なり、触知覚が身体外に移動しにくく、道具の身体化が生
熊谷 (2020) 
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じにくい可能性を見出し発表した(Sci Rep, 2020）。また熊谷との領

域内共同研究により、異種感覚間の相互作用と身体性の関係を調

査した（Multisensory Res, 2021）（融合研究）。さらに、視線行動

と視線手がかりの活用に関する個人差について明らかにした（Sci 

Rep, 2021）。檀は、ADHD（注意欠如多動症）や ASD の児童が有

する脳機能特性の多様性を fNIRS（近赤外分光分析法）にて可視

化 し 、 混 合 病 態 特 有 の 脳 活 動 パ タ ー ン を 見 い だ し て

（Neuropsychiatry, 2018; Jpn Psychol Res, 2018）、日本心理学会優秀

論文賞を受賞した。鈴木（匡）は、脳損傷者の高次脳機能の神経基

盤の個体差について、皮質電気刺激、皮質脳波、超選択的 Wada

テスト、神経心理学的検査、神経放射線学的検査などの手法で検

討した結果、脳損傷者においては、言語や視覚認知おける神経基盤には個体差が多く、脳損傷により神経

系の再編成が生じる可能性が示唆された（投稿準備中）。月浦は、健常若年成人女性を対象として fMRI

を用いて安静時脳活動を計測し、他者の苦痛を自分の苦痛として感じる「個人的苦痛」に関する情動的共

感特性が高い個人は主観的幸福感が低下する傾向があり、この関係性がデフォルトモードネットワーク

（DMN）と前頭頭頂ネットワーク（FPN）の 2 つの脳機能ネットワークによって媒介されていることを

発見した（NeuroImage, 2021）。地村は、ヒト脳の認知制御と意思決定について独自の仮説を検証するため

に収集した実験データと、大規模オープンリソースを統合的に解析する手法により、前頭前野とが関わ

る行動の柔軟性と、後頭側頭皮質が関わる知覚的意思決定の大域脳機構を明らかにし、実物の液体報酬

を用いた異時的意思決定における自己制御選択を形成する前頭前野機構を同定した（Cereb Cortex, 2018; J 

Neurosci, 2020, 2021）。豊田は、自然な視聴覚体験の脳内表現における遺伝・環境要因について、各 20 組

程度の一卵性および二卵性の双生児を対象に fMRI 記録と全脳レベルのマルチボクセルパターン解析を

行ない、感覚野のみならず前頭頭頂連合野や皮質下を含めた広範囲の脳領域において比較的弱めの遺伝

的影響を受けていることを示唆する結果を得た (投稿準備中)。鈴木（真）は、食品画像を見ている際の

脳活動パターンから摂食障害傾向の個人差を予測できることを 120 人の健常被験者を対象にした fMRI

研究で明らかにした（投稿準備中）。中澤は、ASD と関連する POGZ 遺伝子座の de novo 変異を持つ患

者 iPS 細胞由来の分化神経細胞および患者と同じ変異を導入した疾患モデルマウスを用いて、POGZ 点

変異による神経分化・機能異常を明らかにした（Nat 

Commun, 2020）。河田は、約 1,000 人分のゲノム・問

診 デ ー タ か ら 、 VMAT1 遺 伝 子 の 遺 伝 子 型

（Thr136Ile）および性別、人とのつながり等の相互

作用が各人のうつ傾向に影響を与えることや、

VMAT1遺伝子多型の平衡選択による維持を明らかに

した（BMC Evol Bio, 2019）。さらに、進化的に選択を

うけていると推定された VMAT1 の Thr136Ile の変

異の影響について、VAMAT1 の 136 番目アミノ酸を

遺伝子編集によりヒト型にし、行動テストおよび脳内

遺伝子発現をみることにより、136Ile 変異は、扁桃

体のドーパミン系シグナルに影響することで、不安行

動の現象に影響するという結果を得ている（投稿準備

中）（融合研究）。高岸は、村山との領域内共同研究で、ヒトが示す信頼がバソプレシン受容体遺伝子

（AVPR1A）のイントロンにある多型と関連することを報告し（Front Hum Neurosci, 2019）、さらに、オキ

シトシン受容体遺伝子（OXTR）の第三エクソンのメチル化の程度が低い人ほど熟慮型の向社会行動を行

うことを明らかにした。城田は、マイクロエクソンの選択的スプライシングについて RNA シークエンシ

ングデータやタンパク質構造の統計解析を行い、これらがニューロンの特徴や個体での一塩基多型に関

係するという結果を得た（J Invest Dermatol、2021）。さらに「個性」の枠をヒトから広げて、村山は、イ

ヌの性格を質問紙によって評定し、マイクロアレイ解析によってゲノム上の関連領域の情報を得た（投

稿中）。また、平松は、ヒトやその他霊長類における色覚の多様性が個性の創出や適応性とどのように関

わるかについて領域横断的手法で取り組み、遺伝と経験の相互作用が個性の基となり適応的な行動を導

くことを示した（投稿準備中）。 

BMC Evol Biol 2019 (河田) 

Sci Rep 2020 (和田) 
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  A02 項目は、遺伝的背景がヒトよりも均一である齧歯類を

主に用い、種々の介入を行うことによって生じるゆらぎが個体

へ与える影響を調べるという観点から、「個性」創発のメカニ

ズムを理解することを目的として展開された。 

<計画研究>： 

中島は、胎生期バルプロ酸暴露により、けいれん感受性が増大

するという人為的負の個性が発現されるメカニズムを解明し、

その改善法とともに報告 (PNAS, 2018)、さらに分化細胞の個性

を転写因子の発現により変化させうることを示した(Neuron, 

2019)。星野は、多数のゲノム編集マウス作製・解析により、男

性（オス）らしさ、女性（メス）らしさや(Cell Rep, 2018)（右図）、

社会性(iScience, 2020a; 2020b)を獲得するための分子機構を明ら

かにするとともに、個性創発の基盤となる脳神経系の発生メカ

ニズムを明らかにした(Sci Adv, 2020; EMBO J, 2021)。今吉は、遺

伝子発現光操作法を開発し (Cell Rep, 2018; iScience, 2020)、海馬

神経幹細胞の光操作に成功した(Genes Dev, 2019)。また、多光子

顕微鏡を用いたイメージングにより嗅球ニューロン新生の機能

的意義を解明して(eLife, 2018)、生後脳ニューロン新生の動物個

性創発への関与を示した(PLoS ONE, 2017)。大隅は、父加齢（環

境因子）による「個性」創発のゆらぎに関し、マウス母仔分離

超音波発声（赤子の泣き声に相当）の程度が、成体期の社会性

や空間学習と相関することを見出し(PLoS ONE, 2017)、父加齢に

伴うエピジェネティックな変化(EMBO Rep, 2021)(右図)により、

A03 項目の駒木らとの連携により非定型発達個体が増加する

ことを発見した（投稿中) (融合研究）。 
<公募研究>： 

金子は、「個性」創発に関わる神経回路構築する因子、クラス

ター型プロトカドヘリン(cPcdh)の発現パターンが個体ごとに

異なることを見出し（投稿準備中）、その欠損により神経回路異常が誘導されることを報告した(Mol Brain, 

2020)。岡部は、ヒトの「撫で」によるラットの快情動表出（超音波を発する）を領域内で共同開発した

超音波自動解析システムにより明らかにした(Sci Rep, 2020, 2021)(融合研究）。また、ヒトに対する親和

性とオキシトシン神経系の活性に大きな個体差があるこ

とを見出した（投稿中）。喜田は、社会行動創発の基盤

となる社会記憶制御、社会識別を担う神経回路を同定（J 

Neurosci, 2017）、社会認識への視床室傍核の貢献を示すと

ともに、社会記憶想起に cAMP 情報伝達経路が必要であ

ることを発表した(Nat Commun, 2019)(右図)。西住は、生

後一週間に限定されたSema7A-PlxnC1シグナルのシナ

プス形成促進作用（Nat Commun, 2018）、嗅覚受容体とい

う個性を標榜する糸球体が近傍僧帽細胞と柔軟にシナプ

ス形成できること (Commun Biol, 2019)、嗅覚無刺激のま

ま成長すると他個体を避けて自閉症様の行動を示すこと

(eLife, 2021)を明らかにした。西山は、オリゴデンドロサ

イト特異的 CHD8 遺伝子へテロ欠損マウスに、自閉症様

行動が再現されることを報告した(Hum Mol Genet, 2020)。恒岡は、経験依存的な個性の変化に関し、性行

動経験による養育行動関連細胞の遺伝子発現変化が誘導されることを見出した(投稿準備中)。杉山は、こ

どもの脳の発達に必要な遺伝子の探索を行い、軟骨成分コンドロイチン（硫酸）の脳内蓄積が、経験に応

じた集中的な回路形成に必須であることを報告した（Front Neurosci, 2017; Sci Rep, 2017）。上田(石原)は、

学習・記憶における個性を検証するための分子・細胞・神経回路・個体階層の実験系を構築し(Neurosci 

Res, 2020; Mol Brain, 2021)、香りが記憶保持に与える影響の個性を検証できた(Cosmetology, 印刷中)。井口

EMBO Rep 2021 (大隅) 

Nat Commun 2019 (喜田) 

Cell Rep 2018 (星野) 
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は、強化学習履歴とストレス反応性の個体差の相関関係をラット実験から見出し、MRI を用いて責任神

経回路を探索、同定標的回路に介入して表現型との因果関係を解析するイオンチャネル型化学遺伝学ツ

ールを新開発した(J Neurosci, 2020)。福島は、記憶想起後に「新規性認識機構」による記憶再固定化が誘

導されることを発見した。松本は、lnc RNA と思われていた RNA から翻訳される脳特異的小タンパク質

同定し、その遺伝子欠損マウスは社会行動の異常を示すことを見出した（投稿準備中）。内田は、ストレ

スに対する感受性の個体差構築の分子基盤解析について、カルシウムシグナルやエピジェネティクス機

構の重要な役割を解明した(iScience, 2021)。菅野は、齧歯類超音波発声自動解析システムを開発すること

により（PLoS ONE, 2020）、星野（iScience, 2020）や大隅（EMRO Rep, 2021）の研究に活用した(融合研究）。

また、超音波発声と性差（R SocOpenSc,i 2020）や情動脱力発作の個体差（Commun Biol, 2021）との関係を

明らかにした。大川および征矢は、神経細胞の統合されたアンサンブル活動が海馬の記憶痕跡を構成す

るのに必要であることを報告した（Nat Commun, 2019）(融合研究）。野元は、マウスの社会的順序維持

のためには、攻撃行動を含む積極的な社会行動が必要であるという結果を得た（投稿準備中）。篠原は、

精子幹細胞の培養が次世代に及ぼす影響について、精子幹細胞移植で生まれたマウスでは驚愕反応が低

下するという結果を得、この異常が次世代へと伝達されるかについて検討中である。 

さらに非齧歯類生物の研究として、和多は、1 細胞遺伝子発現解析によって、ソングバード脳内の発声

学習・生成に関わる脳領域で、種間及び種内個体差を示す遺伝子発現変化が、興奮性投射ニューロンに特

異的に起こることを示す結果を得た(投稿準備中)。山元は、fruitless 突然変異体のショウジョウバエ雄

が、雄同士での生活に依存して同性間求愛を示す原因として、新規転写標的を同定するとともに、結合標

的サイト上で性特異的な転写因子分解阻害作用を発揮することを発見した（Nat Commun, 2019; Commun 

Biol, 2020)。岡田は、トゲオオハリアリに，活動性や活動リズムの個体変異があることを示し(Behav Ecol 

Soc, 2019; J Biol Rhythm, 2021)、また、領域技術支援を受けトゲオオハリアリのゲノム配列を解読し、

RNAseq により行動変異を担う遺伝子候補を特定した

(投稿準備中)(融合研究）。 横井は、「大胆もしくは臆

病」という真逆の行動特性を示すメダカを発見し、A03

項目の郷との共同研究により原因遺伝子を網羅的に探索

して、候補遺伝子を 11 個にまで絞り込んだ(投稿準備

中)(融合研究）。また、親密度に基づく異性の選好性が

オキシトシンによって制御されることを発見した(PNAS, 

2020) (右図)。則武は、ASD 関連遺伝子変異を持つサルに

おいて、学習率や皮質―皮質下間の神経情報の流れが異

常になることを見出した(Neurosci Biobehav Rev, 2021; 投

稿準備中）。 

 

A03 項目は、「個性」創発研究のための種々の解析システム・解析装置の開発や技術提供、数理モデ

ル構築を行い、A01 項目のヒトと A02 項目の動物モデルの橋渡し、両者に共通の「個性」創発メカニズ

ムの理解を目的として研究を展開することにより、領域内研究者のビッグデータ解析が推進された。 

<計画研究>： 

郷は、ヒトと非ヒト霊長類の変異様式や脳におけ

る遺伝子発現様式・エピゲノム様式の違いを明ら

かにし、学術論文として発表した(Sci Rep 2017, 

Genome Res, 2018)。また、細胞の個性計測のための

技術開発を行い、領域内における連携研究を推進

した(iScience, 2020; Commun Biol, 2020; Front Behav 

Neurosci, 2021)(融合研究)。冨永は、膜電位感受性

色素による定量的脳内神経回路機構光計測評価系

を確立し、分担研究者種村の行動様式プロファイ

リング系と統合し、主に環境中の遅発毒性誘因物

質の遅発影響を調べた(J Appl Toxicol 2019)。星野と

の共同研究(Acta Neuropathol Commun 2020)(融合研

究)、駒木との共同研究も投稿準備中である。駒木

PNAS 2020 (横井) 

Front Behav Neurosci 2021 (柴田) 
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は、脳波などの時系列データから、意味のある振動成分を抽出する数理モデルに基づく統計解析手法を

開発し発表した(Neural Comput, 2017a, 2017b)。また、ノンパラメトリックベイズ法を用いて、ニューラル

デコーディング手法(J Neurophysiol, 2017)とカルシウムイメージングデータ解析手法(PLOS Comp Biol, 

2020)を開発した。さらに、駒木は大隅、保前、今吉、若林らとの共同研究としてビッグデータ解析を行

った（投稿準備中)。柴田は、2 次元画像からマカクザルの特徴点位置を推定する深層学習モデルを構築

(Front Behav Neurosci, 2021)(前ページ下図)(融合研究)するとともに、学習済モデルや教師ラベル付き学習

データを公開した。また、パスツール研究所が開発した Live Mouse Tracker をカイニン酸モデルラッ

トの潜伏期における行動変容の計測に応用した(投稿準備中)。 

<公募研究>： 

佐々木は、マウスの精神ストレス応答や記憶の個体差につ

いて、多チャンネル電気生理計測法を用いて、大脳皮質の

各領域から網羅的な神経活動計測を行い、睡眠に関連した

特定周波数の脳波パターンがストレス応答と相関すると

いう結果を見出した(Sci Rep, 2020a, 2020b)。また、記憶に関

連した海馬の神経活動に関しても発表した(Nat Neurosci 

2018; PNAS, 2021; Cell Rep, 2021)(右図)。河田、井上らと小胞

モノアミントランスポーター変異マウスの電気生理計測

に関する共同研究を行った(投稿中)(融合研究)。坂本は、

遺伝子にコードされた膜電位センサーの開発を行い、樹状

突起スパインの電位計測ならびに生体膜電位イメージン

グ技術を確立した(J Phys Chem B, 2020; Cell Rep, 2017, 2019)。

また、より正確な神経活動計測が可能な超高速カルシウムセンサーをコードするトランスジェニックマ

ウスを樹立した(投稿中)。片平は、モデルベース fMRI におけるモデルフィッティングの重要性を再確認

し計算論的精神医学における重要性を報告し（PLoS Comput Biol, 2021）、統計モデリングにより大規模な

アンケート回答データを分析し、パーソナリティの次元の間には高次の統計的なインタラクションがあ

ることを発見した(投稿準備中)。後藤は、個性を細胞レベルで定義する技術開発に関し、光操作による

LTP 解除法や、記憶学習における個々の細胞活性を取得する手法を確立した(投稿中)。また、福島との共

同研究により、記憶の個体差を観測するのに適した記憶タスク中のカルシウムイメージングを撮影する

ことに成功した(投稿準備中)(融合研究)。岩本は、母体感染モデルマウスより得られた仔マウス脳試料に

対し超高深度エクソーム解析を行い、初期神経発生過程に生じる新規 LINE-1 転移と体細胞変異の頻度

について明らかにした(投稿中)。小林は、マウスの不安様行動の神経基盤について、電気生理学、行動学、

組織学的手法を用いた解析を行い、海馬 5-HT4 受容体を介したセロトニン機能の増強が不安の軽減に関

与することを明らかにした(iScience, 2020)。井上は、ゲノム編集法により遺伝子改変マウス作製と表現型

解析を行い、有用なモデルマウスを連携研究者へ提供して領域内共同研究を多数推進し、学術論文とし

て発表(Cells, 2021; 月刊細胞, 2021)(融合研究)および投稿中である。安部は、マウスの系統差や生育環境

によって行動パターンの差異が生じるメカニズムについて、脳内転写因子の半網羅的な定量法を新たに

確立し、転写因子活性の違いが行動パターンの差異に影響することを確認した(投稿準備中)。川鍋は、

fMRI 脳機能結合の個人差の解析について、階層モジュール分解に基づく個性指標の予測法を開発し、

fMRI 公開データベースに適用したところ、従来法を上回る予測が可能であるという結果を得て、学術論

文として発表した(PLoS One, 2020)。勢力は、高精細のマウス全脳画像データについて、複数個体から得

た脳のレジストレーション方法と、活動神経細胞密度をボクセルベースで比較解析する方法を確立した。

これにより、社会的敗北ストレスが視索上核をはじめとする視床下部の微小脳領域に活動亢進を引き起

こすことを見出した(投稿準備中)。また、中澤との共同研究において、POGZ 点変異マウスの神経機能異

常を見出した(Nat Commun, 2020)(融合研究)。 

 

【以下、非公開部分】該当なし 

  

Nat Neurosci 2018 (佐々木) 
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9 研究発表の状況 

研究項目ごとに計画研究・公募研究の順で、本研究領域により得られた研究成果の発表の状況（主な雑誌論文、学会

発表、書籍、産業財産権、ホームページ、主催シンポジウム、一般向けアウトリーチ活動等の状況。令和３年６月末までに

掲載等が確定しているものに限る。）について、具体的かつ簡潔に５頁以内で記述すること。なお、雑誌論文の記述に当た

っては、新しいものから順に発表年次をさかのぼり、研究代表者（発表当時、以下同様。）には二重下線、研究分担者には

一重下線、corresponding author には左に＊印を付すこと。 
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neuron-ablated male mice. Commun Biol, 4, 165, 2021 

92. *#Horii-Hayashi N, #Nomoto K, Endo N, Yamanaka A, Kikusui T, Nishi M: Hypothalamic perifornical Urocortin-3 neurons 
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mates. Curr Biol, 30(6), R259-R260, 2020 
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97. Xu C, Li Q, (10 人), *Khaitovich P, *Go Y: Human-specific features of spatial gene expression and regulation in eight brain 
regions. Genome Res, 28, 1097-1110, 2018 
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33(22), 1-19, 2019 
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Sci USA, 118, e2011266118-e2011266118, 2021 
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126. Nishioka M, Bundo M, *Iwamoto K, *Kato T: Somatic mutations in the human brain: implications for psychiatric research. 
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<書籍>計 76 件 全リストは HP にて公開 
1. 保前文高・大隅典子（編著）: 個性学入門 – 個性創発の科学, 朝倉書店, 2021 
2. 河田雅圭: 進化的視点からみる人間の「多様性の意味と尊重」. 東北大学教養教育院叢書「大学と教養」第 4 巻 

多様性と異文化理解, 3-28, 東北大学出版会, 2021 
3. 鈴木大介, 鈴木匡子: 壊れた脳と生きる－高次脳機能障害「名もなき苦しみ」の理解と支援. 筑摩書房,2021 
4. 月浦崇: 研究としての神経心理学. 臨床神経心理学, 医歯薬出版, 94-104, 2018 
5. *Monden Y, (5 人 ), Dan I.: fNIRS-Based Clinical Assessment of ADHD Children. In High-Resolution 

Neuroimaging Basic Physical Principles and Clinical Applications (Intech Open), Ed. Ahmet Mesrur Halefoğlu, 3-
21, Mar, 2018 

6. 村山美穂: 犬の性格を遺伝子からみる．大石高典・近藤祉秋・池田光穂（編著）：犬から見た人類史．勉誠出
版, 480, 2019（共著） 

7. Shou Q, Nishina K, *Takagishi H: Trust and Genetics: Genetic basis of trust behavior and trust attitude. Neurobiology of 
Trust (Cambridge University Press), in press. 

8. 熊谷晋一郎: 当事者研究-等身大の＜わたし＞の発見と回復. 岩波書店, 2020 
9. 熊谷晋一郎: 当事者研究をはじめよう.金剛出版, 2019 
10. 大隅典子: 科学技術と知の精神文化Ⅷ ヒトと科学. 丸善出版株式会社, 63, 2019 
11. 大隅典子: 現代化学 15. 東京化学同人, 2019 
12. 大隅典子: 脳の誕生 発生・発達・進化の謎を解く. ちくま新書, 2017 
13. 大隅典子: 脳からみた自閉症 「障害」と「個性」のあいだ. 講談社, 2016 
14. 岡田泰和, 岡本直樹: オオツノコクヌストモドキにおける武器特異的な栄養応答のメカニズム. 蚕糸・昆虫バイ

オテック (Sanshi-Kontyu Biotec), 89(3), 139-144, 2020 
15. 井口善生: Chapter 4 学ぶの扉. 羽成隆司・河野和明（編）あの人はどうしてそうしてしまうの？ 身近な 7 つ

の扉から入る心理学の世界, ポラーノ出版, 87-118, 2018 
16. 柴田智広: 脳科学（総論）. 人工知能学大辞典, 196, 共立出版, 2017 
17. 佐々木拓哉：脳と臓器の連動に着目し、「病は気から」に切り込む. 中高生向け「河合塾みらいブック」 2019 
18. 文東美紀、岩本和也:ヒト死後脳のさまざまな細胞種におけるゲノム・エピゲノム研究. バイオイノベーショ

ンに向けて, シーエムシー出版, 223-229, 2019 
<産業財産権>計 2 件全リストは HP にて公開 
<新聞 TV 報道等>計 208 件 全リストは HP にて公開 
1. 新聞：2021 年 5 月 12 日、朝日新聞「嗅覚刺激で刷り込み解明」(A02 西住) 
2. 新聞：2021 年 2 月 10 日、朝日新聞医療面「精子の加齢 子の脳発達に影響」（A02 大隅） 
3. 新聞：2020 年 3 月 29 日、読売新聞「愛情ホルモン 雌雄で逆に作用」(A02 横井) 
4. 新聞：2020 年 1 月 30 日, 朝日新聞 Digital 虫の「武器」サイズ決めるホルモン日米研究チームが発見(A02 岡田) 
5. 新聞：2019 年 7 月 25 日、朝日新聞『頼り合う社会』本気で探るとき」(A01 熊谷) 
6. 新聞：2019 年 1 月 10 日、朝日新聞「免疫細胞を神経細胞に変化」(A02 中島) 
7. 新聞：2018 年 3 月 8 日、朝日新聞「脳の神経幹細胞 光で増殖を制御」(A02 今吉) 
8. 新聞：2018 年 3 月 13 日、読売新聞「iPS 抗体併用で効果大」(A02 中島) 
9. 新聞：2018 年 2 月 9 日、 朝日新聞「オスの脳 メスに贈り物する遺伝子」(A02 山本) 
10. 新聞：2018 年 6 月 17 日、読売新聞「神経回路形成に 2 物質 哺乳類など乳幼児期の嗅覚」(A02 西住) 
11. 新聞：2018 年 5 月、朝日新聞「自閉症の関係遺伝子「やせ型」になる理由を解明 九州大」(A02 西山) 
12. 新聞：2017 年 8 月 29 日、読売新聞「求愛のにおい伝える物質 福井大チーム特定」(A02 西住) 
13. 新聞：2017 年 7 月、読売新聞「白血病の前段階 発症仕組み解明」(A02 西山) 
14. 新聞：2017 年 11 月 28 日、産経新聞朝刊 28 面「チンパンジー親子 3 頭の全ゲノム配列を解明」(A03 郷) 
15. 新聞：2017 年 8 月 16 日、朝日新聞「介護現場 IoT で効率化」(A03 柴田) 
16. 新聞：2016 年 11 月 20 日、読売新聞朝刊 36 面「自閉症、ニホンザルも・・人間以外で初の確認」(A03 郷) 
17. TV：2021 年 4 月 20 日、NHK ニュース「幼少期に起きる刷り込みのメカニズムの解明」(A02 西住) 
18. TV：2020 年 2 月 20 日、NHK ニュース「異性の好み ホルモンのコントロールで大きく変化」(A02 横井) 
19. TV：2019 年 11 月 12 日、NHK 視点・論点「当事者研究から見える社会」(A01 熊谷) 
20. TV：2019 年 1 月 11 日、NHK ニュース「”世界初”神経細胞の作製成功」(A02 中島) 
21. TV：2019 年 12 月 18 日、フジテレビ Live News α、「2019 国際ロボット展」(A03 柴田) 
22. TV：2019 年 6 月 12 日、NHK E テレ、「人間ってナンだ？超ＡＩ入門」(A03 柴田) 
23. TV：2018 年 1 月 24 日、NHK ひるブラ「ごいす～！ロボット最前線」(A03 柴田) 
24. TV：2017 年 10 月 1 日、NHK「ダーウィンが来た！生き物新伝説「白黒つけます！シマウマの謎」(A01 平松) 
25. TV：2016 年 9 月 16 日、NHK なるほど実感ドドド「知らなきゃ損 あなたの暮らしに大革命」(A03 柴田) 
26. Web：2019 年度日本心理学会優秀論文賞 https://psych.or.jp/prize/ronbun_jushou/ (A01 檀) 
<プレスリリース>計 59件 全リストは HP にて公開 
<主催シンポジウム・アウトリーチ活動> シンポジウム 計 68件 アウトリーチ 計 209件 全リストは HP にて公開 
1. 日本神経化学大会、シンポジウム「Frontiers in animal research on neurodevelopmental diseases」2017 年 9 月 7 

日、仙台(仙台国際センター)オーガナイザー: 大隅典子. 演者:Chan Young Shin (Konkyuku Univ), Rodney Samaco 
(Baylor Colledge of Medicine) ら。  

2. 2017 年生命科学系合同年次大会シンポジウム「Frontiers in technology for neuroscience」2017 年 12 月 6 日, 神戸.
オーガナイザー: 冨永貴志, 郷 康弘. 演者:Thomas Knöpfel (Imperial ColledgeLondon) 他 

3. 「第 1 回市民公開講演会 科学者として/当事者として研究すること」2018 年 3 月 25 日東京(東京大学 情報学
環・福武ホール) 講演: 熊谷晋一郎(東京大学先端科学技術研究センター准教授) 話題提供: 大隅典子(東北大学
大学院医学系研究科教授) 司会: 原 塑(東北大学大学院文学研究科准教授) 

4. 日本神経科学大会シンポジウム「神経幹細胞の制御機構と脳進化研究の新展開」2021 年 7 月 28-31 日, 神戸. オ
ーガナイザー: 星野幹雄, 河崎洋志.  
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10 研究組織の連携体制 

研究領域全体を通じ、本研究領域内の研究項目間、計画研究及び公募研究間の連携体制について、図表などを用い

て具体的かつ簡潔に１頁以内で記述すること。 

本新学術領域は、人文社会系に軸足を置き、

ヒトを研究対象とする A01 項目、生物系で動物

モデルを主に対象とする A02 項目、理工系で統

計数理解析、装置開発などを目的とする A03 項

目の計画研究者ならびに公募研究者から構成さ

れた。多様な専門性を有する研究者が密接に連

携することにより、「個性」を客観的・科学的に

理解し、最終的に、3 項目をまたいだ統合化・総

合化を推進することにより、「個性」を科学的に

捉える「個性学」の形成を目指した（右図）。 

本新学術領域全体を通じて、合計 48 件の融

合研究が推進され，18 件が国際学術論文として

発表され、また 4 件が論文投稿中である。論文化された融合研究の概要を以下に掲げる。 

●高岸(A01)と村山(A01)は、ヒトが示す信頼がバソプレシン受容体遺伝子(AVPR1A)のイントロンに

ある多型と関連することを明らかにした(Front Hum Neurosci, 2019)。●中澤(A01)と勢力(A03)は、POGZ

変異保有患者の iPS 細胞由来神経細胞および疾患モデルマウスを用いて、神経分化・機能異常を明らか

にした(Nat Commun, 2020)。●菅野(A02)と岡部(A02)は、齧歯類超音波発声の自動解析システムを開発

した(PLoS ONE, 2020)。●冨永・種村(A03)と中島(A02)は、ペルメトリンの早期暴露の遅発神経毒性を

明らかにし、雑誌の表紙にも採用された(J Appl Toxicol, 2019)。●和田(A01)と熊谷(A01)は、自閉スペク

トラム症当事者における異種感覚間相互作用と身体性の影響に関して、視覚干渉効果に対する身体性の

効果が生じにくいことを明らかにした(Multisens Res, 2021)。●保前(A01)と檀(A01)は、思春期初期の第

二言語習得における脳活動の男女差について明らかにした(Front Hum Neurosci, 2018)。●星野(A02)と郷

(A03)と菅野(A02)と井上(A03)は、Auts2 のシナプス制御を明らかにした(iScience, 2020)。●星野

(A02)と冨永(A03)は、てんかんラットを用いた新たなてんかん発症メカニズムを明らかにした(Acta 

Neuropathol Commun, 2020）。●星野(A02)と井上(A03)は、新生神経細胞の脳室面からの離脱メカニズム

を明らかにした(Sci Adv, 2020)。●星野(A02)と井上(A03)は、小脳顆粒細胞前駆細胞の発生様式を明ら

かにした(J Neurosci, 2018)。●星野(A02)と井上(A03)は、小脳のオリゴデンドロサイトの起源を明らか

にした(Mech Dev, 2016)。●井上(A03)と星野(A02)と今吉(A02)と金子(A02)は、ゲノム編集の新技術

を開発した(Cells, 2021)。●星野・井上(A02)と郷(A03)と井上(A03)は、カドヘリンが神経管閉鎖に関

わることを明らかにした(Commun Biol, 2020)。●星野(A02)と井上(A03)は、カドヘリンが視床ー大脳皮

質経路形成に関わることを明らかにした(Neurosci Res, 2016)。●金子(A02)と今吉(A02)は、GABA ニュ

ーロンを可視化するトランスジェニックマウスを開発した(J Comp Neurol, 2018)。●金子(A02)と大川

(A02)は、Pcdh 遺伝子の規定する神経回路の多様な記憶情報表現に寄与することを明らかにした(Mol 

Brain, 2020)。●恒岡(A02)と星野(A02)は、視床下部に発現する転写制御因子 Ptf1a が性分化に関わる

ことを明らかにした(Cell Rep, 2018)。●柴田・松本(A03)と郷(A03)は、2 次元画像からマカクザルの特

徴点位置を推定する深層学習モデルを構築した(Front Behav Neurosci, 2021)。以下、投稿中の論文：●鈴木

(真)(A01)と片平(A03)は、大規模 WEB 実験を実施し、個々人の「精神疾患傾向」と「強化学習モデル

で記述される意思決定様式」の関係を明らかにした。●大隅(A02)と星野(A02)と駒木(A03)と菅野

(A02)は、仔マウス母仔分離誘導超音波発声の生後発達様態と父加齢の影響に関して明らかにした（投

稿中)。●大隅(A02)と井上(A02)は、ゲノム編集による REST 標識マウスを用いて、これまで神経発生

に関わることが知られていた REST 転写抑制因子の精子形成過程における発現様態に関して明らかにし

た（投稿中）。  
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11 研究費の使用状況 

研究領域全体を通じ、研究費の使用状況や効果的使用の工夫、設備等（本研究領域内で共用する設備・装置の購入・

開発・運用、実験資料・資材の提供など）の活用状況について、総括班研究課題の活動状況と併せて具体的かつ簡潔に２

頁以内で記述すること。また、領域設定期間最終年度の繰越しが承認された計画研究（総括班・国際活動支援班を含

む。）がある場合は、その内容を記述すること。 

技術支援・若手育成 

領域全体の研究活動に資する共通機器として、総括班予算に

より、一細胞解析ソーティングシステム（10X Genomics 社

Chromium）を導入し、一細胞ごとの細胞状態の定量化や、状態

変化を高精度に計測するためのインフラを整えるとともに、技

術内容や支援内容の紹介を行った（右写真）。当該システムを用

いて、マウスおよびマーモセット脳における一細胞レベルでの

空間発現情報の網羅的取得、神経幹細胞における発生・分化過程

および多様性解析、マウス脳オルガノイドにおける一細胞トラ

ンスクリプトーム解析、ヒト疾患患者 iPS 細胞由来神経細胞に

おける一細胞トランスクリプトーム解析などを推進した。ncSi

発音体エミッタはマウス音声コミュニケーションの共同研究に供与された。各計画研究予算においては、

研究目的達成に必要な機器（倒立顕微鏡膜電位感受性色素イメージングシステム、DNA シェアリングシ

ステム、可動式行動バッテリーユニット、共焦点顕微鏡、タイムラプス用蛍光顕微鏡、スクリーニング用

光計測システム、Functional NIRS など）を導入した。これらの機器は、領域内でオープンな状態で運用

を行った。また、A03 項目計画研究者が中心となって、技術支援内容の普及、具体的な領域内共同研究

を推進するための合宿形式の技術支援講習会を合計 5 回（第 1 回：平成 28 年 12 月@松島、第 2 回：平

成 29 年 11 月@京都、第 3 回：平成 30 年 4 月@鹿児島、第 4 回：平成 30 年 11 月@東京、第５回：

平成 31 年 11 月@岡崎）行った。また、本新学術領域は多岐に渡る学際領域研究であるため、異分野融

合の促進、および俯瞰的な視野を持ち、研究を進めることができるように、博士研究員や大学院生・大学

生を対象とした若手の会を技術支援講習会と併せて企画・開催した（詳細は「11．若手研究者の育成に

係る取組実績」参照）。加えて、Slack 等の SNS ツール、発表会の発表内容のアーカイブ化やストリー

ミング配信を通じて、本新学術領域に参加する全研究者に対して、多岐に渡る知識の習得や円滑な研究

連携体制を構築した。 

国際連携活動 

海外の研究者や研究機関との共同研究の発展にも尽力し、若手研究者の海外関係機関への派遣を積極

的に行った。令和 2 年初頭からの世界規模での新型コロナ感染拡大とそれに伴う感染拡大防止のための

海外渡航自粛勧告のため、最終年度は海外関係機関への派遣が難しくなったが、領域が開始してからの

約４年間において、米国（USCD）、オーストリア（University of Graz）、フランス（Pasteur Institute）、

英国（University College London）、イスラエル（Tel Aviv University）、ドイツ（Max Planck Intelligent 

Systems Laboratory）、米国（Columbia University）、ドイツ（German Cancer Research Center）、

オーストリア（Medical University of Vienna）への派遣を行った。また柴田・松本はパスツール研究所

を訪問し、当領域で開発したデータシェアリングプラットフォームと同研究所が開発・運営しているマ

ウス音声のデータシェアリングプラットフォーム（mouseTube）との連携を行った。さらに柴田が開発

したいくつかの非侵襲マウス行動計測装置を紹介するとともに、同研究所が開発した非侵襲行動計測装

置（Live Mouse Tracker）の情報を得て柴田がラット行動計測に応用し、理化学研究所の求めに応じて

情 報 提 供 を 行 っ た 。 当 領 域 の デ ー タ シ ェ ア リ ン グ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム （ https://data-

share.koseisouhatsu.jp/）は当初マウス音声専用であったが、現在は画像データなどいかなるデータも

格納できるように拡張されたため、今後 Live Mouse Tracker との連携も検討する。 

領域会議・集会関係 

領域関係者が一同に集う領域会議を全 5 回行った（第１回：平成 28 年 12 月＠松島、第２回：平成 29

年 7 月@御殿場、第 3 回：平成 30 年 7 月@京都、第 4 回：令和元年 8 月@香川、第 5 回：令和 2 年 12

https://data-share.koseisouhatsu.jp/
https://data-share.koseisouhatsu.jp/
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月@オンライン）。また、第 1 回国際シンポジウムを平成 30 年 7 月に京都で開催し、国際連携に繋げ

た。第 2 回国際シンポジウムに関しては藤原財団の支援のもと、藤原セミナーとして令和 2 年 8 月に開

催を予定していたが、新型コロナ感染拡大の影響を受け延期し、改めて令和 3 年 8 月にハイブリッド配

信により開催予定である。その他、領域関係の研究集会として、A03 項目技術講習会（平成 29 年 1 月、

3 月＠岡崎）、A01 項目研究集会（平成 29 年 12 月＠東京）、A02・A03 項目合同セミナー（平成 30

年 11 月＠香川）を企画・運営・開催した。また、計 22 件の学術集会やシンポジウムを主催・共催した

（平成 28 年度：１回、平成 29 年度：10 回、平成 30 年度：7 件、令和元年度：4 件）。 

広報・アウトリーチ関係 

本 領 域 の 研 究 成 果 お よ び 活 動 状 況 に つ い て は 、 随 時 、 領 域 ウ ェ ブ サ イ ト

（http://www.koseisouhatsu.jp/）において公開し、Facebook や Twitter 等の SNS も利用して積極

的な広報活動を行った。本ウェブサイトは令和 3 年 6 月 22 日時点で累計 140,401 ページビューを得て

いる。領域ニュースレターを計 9 号発行し、関係各所計約 1,000 箇所に送付するとともに、領域ウェブ

サイトから PDF 版をダウンロードできるように掲載した。また、アウトリーチ活動として、高校生等へ

の出前授業や研究室見学、領域の若手の会等への大学生の招待等を積極的に行うとともに、神経倫理班

による企画にもとづく当事者研究や個性に関する市民公開講演会を毎年開催し、その成果を書籍として

出版するなど、領域の活動について市民へも向けた広報を展開した。 

上記、総括班における事務全般を遂行するための事務職員（2 名）を雇用し、円滑な事務運営体制を構

築した。 

最終年度繰越しが承認された計画研究の内容： 

新型コロナウイルス感染症蔓延等のため、当初予定していた研究活動に支障が生じ繰越しを行った計

画研究は以下の予定となっている。 

保前：脳の形態発達における個人ごとの特徴と時間経過に起因する個人に依らない変化を切り分けて、

形態の個性を抽出することを目的とした解析を進める。具体的には、個人ごとに複数回の計測を行って

いる縦断データに対してマルチレベルモデリングを行う。また、大脳皮質の髄鞘化を示す指標には個人

差が現れることをこれまでに検討してきており、学術論文にまとめる。 

若林：パーソナリティの基本次元および認知スタイルの個人差と脳機能の関連性を検討するため、個人

差の特徴が顕著な実験参加者に認知処理課題を遂行させ，NIRS により課題処理中の血流状態を測定し，

MRI データで示された脳構造と心的個人差の関連が脳機能面でも再現されるかを検討する。 

星野：これまでに、Auts2 遺伝子が中間神経前駆細胞の増殖を制御することで大脳皮質浅層の拡大を促

進するという予備的データが得られたので、繰り越した１年間でその結果を確定させるとともに、皮質

拡大と個性の高度化・多様化への寄与について明らかにする。 

冨永：主にビスフェノール関連物質を神経作動性薬物として使用し、冨永の膜電位感受性色素による神

経回路網羅的定量イメージング解析法と、分担研究者種村の行動プロファイリング結果の統合を行う。

繰越年度中に完了して学術論文として投稿する予定である。 

駒木：時系列の周波数分解モデルの拡張とそれに基づくデータ解析手法

の開発、ノンパラメトリックベイズ法を用いた点過程解析手法の開発、

領域内研究者のビッグデータ解析の協力を行う。 

最終年度繰越しが承認された国際活動支援班の計画 

新型コロナウイルス感染症蔓延のために延期となった国際シンポジ

ウムを８月３０日、３１日にハイブリッド配信により開催する

（https://the-80th-fujihara-seminar.org/）。海外から７名の研究者

それぞれの時差を配慮してプログラムを組み、「個性」を理解するため

の分子・細胞レベルから個体レベルまでの研究成果をもとに議論を深め

る予定である。ワクチン接種後の状況次第で、年度後半における若手研

究者派遣や、必要に応じて、令和２年度に実施した「若手研究者 データ

解析・共有基盤創出チャレンジ」（後述）により若手研究者からの研究

提案に対する予算配置を行う予定である。 

http://www.koseisouhatsu.jp/
https://the-80th-fujihara-seminar.org/
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12 当該学問分野及び関連学問分野への貢献の状況 

研究領域全体を通じ、本研究領域の成果が当該学問分野や関連学問分野に与えたインパクトや波及効果などについ

て、「革新的・創造的な学術研究の発展」の観点から、具体的かつ簡潔に１頁以内で記述すること。なお、記述に当たって

は、応募時に「①既存の学問分野の枠に収まらない新興・融合領域の創成を目指すもの」、「②当該領域の各段野発展・

飛躍的な展開を目指すもの」のどちらを選択したか、また、どの程度達成できたかを明確にすること。 

文部科学省の支援による科学研究費補助金の中で、「重点領域」、「特定領域」、そして「新学術領域」

と繋がれてきたグループ研究は、我が国の学術分野の振興や若手研究者の育成に大きな役割を果たして

きた。平成 20 年度から令和元年度まで募集された新学術領域では、それまでの審査区分であった人文社

会系、生物系、理工系に加え、新たな学問分野を推進するために「複合系」の審査部門が置かれ、「人文

＋生物」、「生物＋理工」、「理工＋人文」のような形での領域が多く立てられた。これに対して本新学

術領域は、人文社会系に軸足を置きヒトを研究対象とする A01 項目、生物系で動物モデルを主に対象と

する A02 項目、理工系で解析手法・統計数理解析、装置開発などを目的とする A03 項目より構成され、

３つの学術分野に跨る研究組織として設定された点において、大きなインパクトがあった。最初の領域

会議において、アドバイザーの先生からも、「これまで多くの人が興味を持ちながらもあまり取り組まれ

ていなかった、個性についてしっかりと議論できる良い領域が立ち上がった」とのお言葉を頂いた。まさ

に、「既存の学問分野の枠に収まらない新興・融合領域の創成を目指す」領域として開始することができ

たと考えられる。 

本領域の特筆すべき成果として、融合的な研究が展開されたことが挙げられる。とくに、A03 項目に

所属する研究者が、さまざまな形で A01 項目および A02 項目の研究者と共同研究を行い、ビッグデー

タを用いて機械学習を行うなどの数理工学的な解析が当初の予測をはるかに超えて進展した。１例とし

て、A01 項目の河田は、本領域の第１期、第２期公募研究代表者として参画する間に、A03 項目に所属

する井上や佐々木との共同研究により、パーソナリティに関係すると考えられる遺伝子の SNP を導入し

た遺伝子変異マウスをゲノム編集技術により作製し、その行動解析を行うことを通じて、人間の多様性

はどのように生じ、維持されているのかについて『東北大学教養教育院叢書「大学と教養」第 4 巻 多

様性と異文化理解』（東北大学出版会、2021 年）の第１章に「進化的視点からみる人間の〈多様性の意

味と尊重〉」として著した。この章の中で河田は、人間の進化史や、進化についての基本的な考え方を紹

介した上で、現在の進化学や脳神経科学の進展をもとに、人間は多様性をどのように認識し、区別あるい

は差別するように進化したのか、という点を考察しており、きわめて融合的な研究成果となっている。そ

の他の領域内連携については、「８ 研究組織の連携体制」に記した。また、

ELSIに配慮した研究活動に関し、計画研究の分担研究者である原が市民公開

講演会等の企画を通じて展開し、公募研究代表者の鈴木（匡）の共著、『壊れ

た脳と生きる: 高次機能障害「名もなき苦しみ」の理解と支援』（ちくまプリ

マー新書、2021 年）のような形で発出することができたことも、本領域の活

動の大きな成果である。 

このように、５年間の領域としての活動の間に、分野を超えて「個性」に対

する理解を深めることができ、『個性学入門―個性創発の科学』という書籍

（2021 年８月に朝倉書店より刊行予定）として結実させることができた。本

領域の研究成果は、生物系分野のみならず、人文社会系の学術分野においても

データ科学的なアプローチが可能であることを明示し、関連分野のさらなる進

展に大きく寄与したといえる。さらに、第１回国際シンポジウム（下画像）に

おいて基調講演を頂いたパスツール

研 究 所 /CNRS 教 授 の Thomas 

Bourgeron 博士からは、本領域の取

り組みが国際的にみてもユニークで

あり、同博士自身も同じようなプラ

ットフォームを構築したいと述べて

いる（大隅宛私信）。今後、データシ

ェアリングプラットフォームの維持

も含め、国際的な連携についても推

進されることが期待される。 
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13 若手研究者の育成に関する取組実績 

研究領域全体を通じ、本研究領域の研究遂行に携わった若手研究者（令和３年３月末現在で 39歳以下。研究協

力者やポスドク、途中で追加・削除した者を含む。）の育成に係る取組の実績について、具体的かつ簡潔に１頁以

内で記述すること。 

「個性」創発のメカニズムの解明を目指した本研究領域は、学際融合的な性質が強く、幅広い知識、研

究手法、人的ネットワークを習得・構築が必須であると考えられた。加えて、若手研究者にとっては、そ

のような幅広い見識や人的ネットワークの構築は、将来的なキャリア形成において、多様な選択肢を導

くものであると考えられる。このようなコンセプトに基づいて、領域に参加している若手研究者を対象

とした研究発表会を実施した。 

毎年度、計 5 回、「若手の会」という研究発表会を企画し、若手研究者による口頭発表とポスター発

表を実施した。毎回 50 名前後が参加者し、パネルトークセッションなどを通じて意見・情報交換を行っ

た。その中で、領域外からのゲストを招いた講演も企画し、研究発表にとどまらず、キャリア形成につい

ても講演頂くなど、様々な研究分野におけるキャリア形成の例について紹介して頂いた。また、優秀発表

者には表彰の機会を設け、領域会議全体に周知して、今後のキャリア形成の一助となるように配慮した。 

 最終年度である R2 年度は、COVID-19 の蔓延防止の一環で、当領域の若手研究者の育成についても、

対応が求められた。領域を構成する研究室にヒアリングを行ったところ、活動制限により若手研究者の

研究室への出勤・登校が制限されている例も多く、緊急の対策が求められた。そこで、研究室での実地で

の実験が難しい状況を踏まえて、自宅等でのデータマイニングや、統計数理解析の取得の機会をサポー

トするための取り組みとして「若手研究者 データ解析・共有基盤創出チャレンジ」という仕組みを作り、

若手研究者からの提案１０件に対して予算を配置し、活動自粛期間においても、研究の推進をサポート

できる体制を供給するだけでなく、コロナ禍の状況を、新たな研究技術の習得の機会に転換できるよう

に配慮した。本企画でサポートした若手研究者には、後日、最終の領域会議におけるオンライン口頭発表

ならびに成果報告書の提出を求め、本企画で目指した趣旨が実現していたことを確認できた。 

 また、領域会議や若手の会・技術講習会に参加できなかった若手研究者も多数存在するため、これらの

イベント内容を録画・録音し、領域関係者であれば広く視聴できるような動画アーカイブを整備した。こ

れらの活動を通じて、計画・公募研究の代表者だけではなく、研究課題に参加する大学院生や研究員が、

多岐に渡る知識の習得や研究協力体制のスムーズな構築、そしてキャリア形成につながるような体制を

整えた。 

 領域を構成する研究代表者の学術賞がこの５年度の間に 6 件あった。中

でも若手研究者による顕著なものとして、第 1 回 ジョセフ・アルトマン

記念発達神経科学賞 (今吉)、文部科学大臣表彰・若手科学者賞（平成 28

年度:今吉, 平成 29 年度: 鈴木真, 令和 2 年度:上田（石原）および佐々

木）、日本解剖学会奨励賞(恒岡) が挙げられる。 

また、国際共同研究推進のために領域の所属する若手研究者を海外に派

遣するとともに、領域関係者が関係学会においてオーガナイズする国際シ

ンポジウム等において、本領域の若手研究者との交流の場を多く設けた。

計画研究代表者中島の研究室の助教が日本神経科学学会奨励賞を受賞した

り、領域に参画する多数の大学院生等が次世代脳プロジェクト冬のシンポ

ジウムにおける若手優秀発表賞や、神経発生討論会における優秀口頭発表

賞を受賞するなどの活躍を示した。 

以上のような本領域の若手研究者育成の取組については随時、領域 HP

（http://www.koseisouhatsu.jp/）やニュースレターでも紹介し、若手研究者の活動をエンカレッジし

てきた。 

なお、本領域に関与したポスドク・学生等はこの 5 年度の間に合計 28 名が常勤研究職に就いたこと、

さらに計画研究分担研究者の沖が京都大学の特定准教授に、今村が広島大学の教授に、第１期公募研究

代表者の西山が金沢大学の教授に、第２期公募研究代表者の大川が獨協医科大学の准教授に、中澤が東

京農業大学の教授に栄転し、佐々木が７月より東北大学に教授として着任予定となったことも、本領域

の若手研究者育成の成果とみなしている。 

 

【以下、非公開部分】該当なし 

http://www.koseisouhatsu.jp/
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14 総括班評価者による評価 

研究領域全体を通じ、総括班評価者による評価体制（総括班評価者の氏名や所属等）や本研究領域に対する評価

コメントについて、具体的かつ簡潔に２頁以内で記述すること。 

北澤 茂 大阪大学大学院・生命機能研究科・教授 

本領域は、脳・神経系の発生や発達の研究を通じて多様な「個性」が創発する共通基盤を解明して「個

性」の科学を確立することを第一の目標としていた。その過程で得られるデータを広く公開して共有す

ること（データシェアリング）を通じて国際的貢献することが第二の目標で、さらには個性の科学的な理

解に基づいた教育・学習・医療・介護・発達支援の方法を開発して社会に成果を還元することが最終的な

目標であった。第一の目標については、ヒトを対象とする A01 項目と動物を対象とする A02 項目を中

心として多様な融合研究が実施され、Neuron, Nature Communication, PNAS, eLife, Cell Reports を始めとする

国際一流誌に多数の成果が掲載された。例えば、抗てんかん薬であるバルプロ酸等の神経発生・神経新生

に影響を与え得る薬物の子宮内暴露や、父加齢等の条件が、子の情動応答、社会性発達などに与える影響

が解明された。第二の目標については、A03 項目を中心として技術開発とモデル構築が行われ、領域内

のビッグデータ解析が推進された。さらには国際活動支援班が中心となって国際的なデータシェアリン

グプラットフォームが構築された。第三の目標については、A01 項目の熊谷の活動により、当事者研究

の講習プログラムの実践マニュアルの刊行、当事者研究の導入効果を検証する臨床研究のプロトコール

開発、COVID-19 に対応するオンラインプログラム開発などが行われ、社会実装に繋がった。以上の通

り本領域は、5 年間の文理の融合研究を通じて、当初掲げた目標すべてを高い水準で達成する成果を挙げ

た。科学的な「個性」創発の神経基盤を確立するにとどまらず、社会実装に及ぶ成果を挙げた点が特に高

く評価できる。最後に文部科学大臣表彰・若手科学者賞 4 件を始めとして若手研究者が多数受賞したこ

とを特記したい。「若手の会」や「若手研究者データ解析・共有基盤創出チャレンジ」の活動を通じて若

手研究者育成に努めた領域の成果として評価できるだろう。 

 

鍋島陽一先生（公益財団法人先端医療振興財団 先端医療センター長） 

個性とは何か？個性をどのように捉えるか？どのように個性の創発の解明に近づくのか？この重要な

問いに大隅代表を中心に「ヒトを対象として、行動、認知、パーソナリティ等における個性の発現の脳内

基盤を明らかにする A01 項目」、「モデル動物に介入し生じるゆらぎが個体へ与える影響を調べること

により個性創発のメカニズムを理解する A02 項目」、「個性創発研究のための種々の解析システム・解

析装置の開発や技術提供、数理モデル構築等により研究を支える A03 項目」からなる新学術領域が組織

された。生物界の多様性の理解に強い興味を持って自らの研究を進めてきた私にとっては、個体差、個性

の発露は究極の多様性研究と思え、毎回、領域会議に参加し、発表、議論を興味深く拝聴し、議論に参加

させて頂いた。予想通り、様々な疑問や個人の意見の発露から領域会議がスタートした。A01, A02 項

目メンバーはそれまで培ってきた研究成果を基盤に個性創発の理解にチャレンジした。また、領域の議

論の進展に合わせて公募班員が選考され、領域の進展に重要な役割を果たした。全体として、異分野領域

研究者の相互連携、A03 項目メンバーによる解析技術や数理モデルの提供が研究を加速させ、ヒトの研

究と動物モデルの研究の橋渡しが進み、「個性」創発メカニズムの理解が進展した。その結果、『外界に

対する独立性を保ちつつ、外界と相互作用しながら適応を示す連続的で一貫した自律性のあらわれが＜

個性＞である』との作業仮説に基づいて「個性」を創発する脳内メカニズムの解明を進めることを確認、

提案するに至ったことは重要な成果である。また、領域運営も特筆に値する。質の高いホームページとニ

ュースレターの発行、大隅代表と脳性まひ当事者の熊谷晋一郎氏（第２期は公募研究代表者）の対話によ

る市民公開講演会の開催、一般向けの分かりやすい書籍の執筆、出版など、様々な形で領域の内外への発

信が進められ、本領域の意義を社会にアピールしてきた。さらに若手の育成にも成功しており、全体とし

てまさに学際複合領域に相応しい成果を上げていると評価したい。 

 

岡野栄之先生（慶應義塾大学医学部教授）  

本新学術領域「個性」創発脳では、「個性」はどのように創発されるのかについて、いわゆる「氏」（遺

伝）と「育ち」（環境）の両方の側面から着目した統合した「エピゲノム」のメカニズムの解明を、神経

発生生物学や分子生物学だけではなく、進化生物学、ヒトの脳画像等のデータや動物の各種行動観察デ
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ータや神経活動データ等の「ビッグデータ」を含めた多変量統計解析やベイズ推定やデータ駆動型研究

をも取り込んだ統合的なアプローチを取り込んだ包括的な研究を目指した物であり、”Nature versus 

Nurture” という長年の論争や未解決課題があるが、本新学術領域「個性」創発脳では、まさにその問題

解決に新しい手法、統合的な手法を導入した非常に魅力的な学術領域の創成に取り組んでいる。 

 具体的な研究成果としては、マウスをモデルとして、抗てんかん薬であるバルプロ酸等の神経発生・神

経新生に影響を与え得る薬物の摂取や、父加齢条件などが、子の情動応答、社会性発達などに与える影響

を明らかにすることが特筆するべきものとして挙げられる。発表論文については、班員ごとに若干の差

があるとは言え、領域全体として Neuron, Nat Neurosci, Nat Commun, EMBO J, EMBO Mol Med, Gene Dev, Dev 

Cell などの一流誌を含む 888 報に及ぶ膨大なものになり、十分な情報発信を行う事が出来たものと判断

する。また、本領域主導により、得られたデータを元にした国際的なデータシェアリングプラットフォー

ムや、次世代の融合研究を担う若手研究者のネットワークを構築することができたことが特筆すべきこ

ととして上げられる。また、大隅代表の強力なリーダーシップにより、ニュースレターの定期的な発行、

市民公開講座の開催、書籍の出版などアウトリーチ活動が極めて活発に行われたことは高く評価できる。 

 本新学術領域は、研究組織として、人文社会系に軸足を置き、ヒトを研究対象とする A01“ヒトにおけ

る「個性」創発”、生物系で動物モデルを主に対象とする“A02 動物における「個性」創発”、理工系で統

計数理解析、装置開発などを目的とする“A03「個性」創発研究のための計測技術と数理モデル”の３つの

柱から成り立っているが、全体を通じて、合計 48 件の融合研究が推進され，18 件が国際学術論文とし

て発表され、融合研究が進捗したことが示されている。「個性」を客観的・科学的に理解し，最終的に、

3 項目を跨いだ統合化・総合化を推進することで、「個性創発学」の形成が進んだものと考えられる。 

 

合原一幸先生（東京大学国際高等研究所ニューロインテリジェンス国際研究機構副機構長） 

 本新学術領域研究は、「個性」と「個人差・個体差」の違いを明らかにした上で、「個性」に着目し

て多様な個性を創発する脳システムの統合的理解を目指す、きわめて新規性・独創性の高い野心的な試

みであった。ニュートン以降、従来の科学は、様々な現象の普遍法則の解明を主たる目的として発展し

てきた。ところが生物を見ると、この普遍性とともに顕著な個性を有している。そして、この普遍性と

個性のデュアル性は、ヒトのみではなく様々な生物、たとえば大腸菌においてすらみられる、生物にお

いてはこれ自体メタレベルでの普遍的な性質である。しかしながら従来、普遍性に対してこの「個性」

の解明は、これまでの科学と方向性が異なるため十分には研究されて来なかった。他方で、「個性」の

問題は、最近の個別化医療の進展等、実用面でも日々重要性を増している論点である。 

 本研究領域は、ヒトを対象とする人文科学系を含む A01 項目、齧歯類を主に対象として介入の影響

をも調べる生物系の A02 項目、解析システム・解析装置開発や技術提供、数理モデル構築を行う理工

系の A03 項目の３つの柱を基に、この個性創発の問題に多面的に迫る研究を推進した。特に、A03項

目が、A01 項目のヒトと A02 項目の動物モデルの研究の橋渡ししながら、両者に共通の「個性」創発

メカニズムの理解を目的として融合研究を展開することにより、個々の学問領域を越えた素晴らしい研

究成果が多数生み出された。 

 本研究のもうひとつの特徴は、大隅典子領域代表の優れたリーダーシップである。計画研究と公募研

究を適切にバランスよくオーガナイズするとともに、領域会議や様々なシンポジウム、さらには若手育

成を目的とした、若手の会・技術支援講習会などが活発に開催され、また参加研究者間の連携の促進な

ど、研究のアクティビィティーを高く保つ運営がなされて大きな成果に結実した。また、国際的データ

シェアリングプラットフォームの構築など、国際的視野に立って、ビッグデータと数理モデリングを重

視した研究が推進された点も特筆すべき特徴である。さらに、市民講演会の開催や大隅領域代表による

一般書『脳の誕生--発生・発達・進化の謎を解く』（ちくま新書）をはじめ、『壊れた脳と生きる: 高次

機能障害「名もなき苦しみ」の理解と支援』（ちくまプリマー新書）、『個性学入門―個性創発の科学』（朝倉書店）

等の出版など、一般向けに研究成果を発信するアウトリーチ活動も活発に行った。 

このように、この「個性」創発脳の新学術領域研究は卓越した成果を上げ、今後の脳科学研究のみなら

ず、さらに広く医学、情報学、教育学、人文学等の周辺学問領域に大きな影響を及ぼす飛躍的な発展が強

く見込まれる。まさに新しい学術領域が創発されたと言えよう。 
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15 参考データ【非公開】 

研究領域全体を通じ、各年度末現在（ただし完了した研究課題は完了時現在、補助事業廃止の研究課題は廃止時現

在で集計すること。）における各種データについて記述すること。なお、本項目は制度全体の現状及び成果等について広く

把握し、今後の政策検討に資するための基礎資料として供するものであり、評価に直接用いるものではない。また、本項

目のデータ集計方法に沿った研究領域の運営を推奨するものではない。 

 

（１）研究者数（人数） 

※本研究領域の研究遂行に携わった者に限る（各年度途中に追加・削除した者を含む。）。 

分類 

平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 

計画 

研究 

公募 

研究 

計画 

研究 

公募 

研究 

計画 

研究 

公募 

研究 

計画 

研究 

公募 

研究 

計画 

研究 

公募 

研究 

研究組織 

研究代表者 10  10 31 10 30 10 33 10 33 

研究分担者 8   12   14   13   14   

研究協力者 15   17 61 20 56 27 67 29 67 

研究組織の

内数 

若手研究者[1] 16   16 42 16 36 16 50 15 46 

外国人研究者 0   0 5 1 4 2 10 3 7 

ポスドク[2] 4   5 5 6 6 5 6 6 6 

RA等[2] 3   5 4 2 5 2 3 2 5 

[1] 各年度末現在で 39歳以下の研究者。 

[2] 本科研費での雇用者に限る。 

 

（２）雑誌論文（件数） 

※本研究領域により得られた研究成果で各年度末現在において掲載が確定しているものに限る。 

分類 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 

国際誌 
査読あり 48 110 145 182 285 

査読なし 0 0 2 1 3 

国内誌 
査読あり 8 13 12 12 14 

査読なし 5 7 15 24 33 

上記のうち、異分野融合により得られた成果に係る雑誌論文 

分類 異分野の組合せ[3] 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 

国際誌 

査読あり 

言語学と脳計測科学     1     

分子脳科学分野と発生発達神経科学   1       

神経科学と発生発達神経科学       1   

神経科学と理数情報学と発生発達神経科学       1   

神経発生生物学と情報科学と行動生物学         2 

情報科学と行動生物学         1 

神経発生生物学と発生工学と電気生理学         1 

神経発生生物学と発生工学         1 

社会心理学と遺伝学       1   

経済学と神経科学   1       

統計学と心理学     1     

心理学と動物行動学   1       
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 [3] 分野の単位は研究領域の任意とする。記入欄が不足する場合は足すこと。 

 

（３）共同研究（件数） 

※本研究領域の研究遂行に携わった者が行ったものに限る（共同研究相手先の本研究領域内外を問わない。）。 

※一つの共同研究で大学等及び企業等が相手先の場合、大学等へ計上すること。同様に、国内及び海外の場合、国内に

計上すること。 

共同研究相手先（の所属）／ 

当該所在地[4] 

平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 

契約書 

あり 

契約書 

なし 

契約書 

あり 

契約書 

なし 

契約書 

あり 

契約書 

なし 

契約書 

あり 

契約書 

なし 

契約書 

あり 

契約書 

なし 

大学・ 

研究機関等 

国内 8 25 13 100 14 96 23 124 21 80 

海外 0 7 0 26 0 25 34 34 1 13 

企業・ 

公共団体等 

国内 6 0 7 2 8 15 1 1 19 2 

海外 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 

[4] 国内機関の海外拠点は「国内」として扱う。 

 

（４）国際研究集会（件数・人数） 

※本研究領域が主催したものに限る（学会内のセッション等を含まない。）。 

開催地／ 

参加者の所属機関所在地[5] 

平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 

件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 

国内開催 
国内 

 
 

1 
200 

 
 

 
 

 
 

海外  0    

海外開催 
国内 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

海外      

心理学と遺伝学   1       

情報学と動物行動学   1   1   

心理学とデザイン学       1   

認知神経科学と情報学と行動経済学     1   1 

認知神経科学と情報学         1 

認知神経科学と実験心理学と障害学   1       

精神医学と基礎生物学       1   

神経発生生物学と分子神経生物学   1       

神経発生生物学と神経科学         2 

行動学とネットワーク科学     1     

電気生理学と発生生物学と組織学       1   

神経科学と行動薬理学       1 3 

神経発生生物学と動物行動学     1     

神経科学と行動生理学       1   

神経科学と神経情報学       1   

神経科学と神経情報学と神経発生生物学       1   

実験動物学と神経科学         1 

哲学と精神分析学と当事者研究       1   

建築学と当事者研究         1 
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[5] 国内機関の海外拠点は「国内」として扱う。 

 

（５）（１）研究者数のうち、若手研究者、ポスドク、RA 等の就職等（人数） 

※本項目に限り 4月 2日～4月 1日を 1年度とする。 

※博士後期課程学生の就職、企業や海外機関への就職、非常勤から非常勤への転職（ただし任期延長を除く。）、同一機

関内での転職を含む（就職等後の本研究領域への参画は問わない。）。 

就職先等 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 

研究職 
常勤（無期雇用） 1 7 6 7 7 

非常勤（有期雇用） 1 13 12 16 22 

研究職以外 2 5 8 9 9 

 

（６）受賞、国際学会における招待・基調講演（件数） 

※本研究領域の研究遂行に携わった者が受けたものに限る。 

分類 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 

受賞 

国際的な賞 0 3 1 1 3 

国内学会等 0 2 4 10 10 

国内財団等 2 6 2 4 1 

国際学会における招待講演 7 23 23 58 12 

国際学会における基調講演 2 2 5 7 0 

 

（７）アウトリーチ活動（件数） 

※本研究領域の研究遂行に携わった者が制作・実施したものに限る（主催者は問わない。）。 

分類 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 

広報誌・パンフレット 7 7 5 4 7 

一般向け講演会・セミナー 3 17 13 46 54 

小・中・高校生向け授業・実験 5 13 12 16 8 

サイエンスカフェ 0 5 2 0 1 

イベント参加・出店 0 2 2 2 5 

プレスリリース 1 13 17 9 16 

 

（８）メディア報道（件数） 

※本研究領域により得られた研究成果に係るものに限る。 

分類 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 

国内 

新聞 7 23 22 23 19 

雑誌 0 0 1 0 3 

テレビ 1 3 13 13 5 

ネットニュース 2 13 15 23 12 

その他の媒体 2 4 1 6 3 

海外 

新聞 0 2 0 0 1 

雑誌 0 0 0 0 0 

テレビ 0 0 0 0 0 

ネットニュース 0 2 6 5 2 

その他の媒体 0 0 0 1 0 

 


